
1．各部の名称 

1

エルテラス 
取付説明書 
●このたびは、東洋エクステリア製品をお買いあげいただきましてまことにありがとうございます。 
●正しく施工、組付けをしていただくために、施工前に必ず取付説明書をお読みください。 

■梱包明細表 
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柱セット 1

名　　　　称 2本入 1本入 
支柱 
雨樋柱 

1 
1 
2 
2 
4 
8 
2

員  数 

－ 
1 
1 
1 
2 
4 
1

ー 基本タイプ・連棟・側面パネル  3・4・5・6尺 ー 

雨樋柱 

桁 

中骨 垂木掛 

妻垂木 

屋根材 

垂木 

支柱 

● 中骨は3尺、4尺は各垂木間に1本づつ、5尺、
6尺は2本づつとなります。 

＜注  意＞ 

● 特殊地域タイプも梱包内容は同じです。 
＜注  意＞ 

● 特殊地タイプ・出幅3尺、4尺には中骨が入りません。 
＜注  意＞ 

柱・桁連結金具 
柱・桁組付裏板 
柱・桁付きボルト  M8×14セムス（バネ座金・平座金） 
柱組付ネジ  M5×12トラス 
アンカー棒 

部
品
箱
内
容
 

桁セット 5

名　　　　称 2.0間 1.5間 
桁 
垂木掛 
中骨 
竪樋 

1 
1 
4 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
2 
2 
2 
1 
4 
22 
43 
5 
1

員  数 

1 
1 
3 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
2 
2 
2 
1 
3 
18 
35 
4 
1

1.0間 
1 
1 
2 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
2 
2 
2 
1 
2 
14 
27 
3 
1

桁キャップ（左） 
桁キャップ（右） 
垂木掛キャップ（左） 
垂木掛キャップ（右） 

コーキング剤 
垂木掛ビート材 
垂木取付ネジ  M4×12トラス 
垂木カバー取付ネジ  φ4×10トラス 
垂木掛取付コーチスクリュー 
取付説明書 

アタッチメントB 
ジャバラ 
ジャバラ止め 
サドルA 
サドルB 
サドル固定ネジ  4×18トラス 

部
　
品
　
箱
　
内
　
容
 

雨
樋
セ
ッ
ト
 

妻垂木セット 2

名　　　　称 B3本入 A2本入 
妻垂木（左） 
妻垂木（右） 
垂木 
中骨 

1 
1 
1 
2

員  数 

1 
1 
－ 
1 
 

● 特殊地タイプには中骨が入りません。 
＜注  意＞ 

● 

● 

連棟用には桁キャップ、垂木掛キャップが入りません。 
連棟用には連棟用桁連結金具、連棟用垂木掛連結金具が
入ります。 

＜注  意＞ 

● 中骨セットは特殊地域のみ使用します。 
＜注  意＞ 

垂木セット 3

名　　　　称 5,6尺 3,4尺 
垂木 
中骨 

2 
2

員  数 

2 
－ 

屋根材セット 4

名　　　　称 3枚入 2枚入 
屋根材 3

員  数 

2

中骨セット 6

名　　　　称 3枚入 2枚入 
中骨 3

員  数 

2



2

2．基本寸法図 

4．垂木掛の取付け 

5．柱と桁の組付け 

雨樋柱 
（竪樋取付） 

桁（基本） 連棟桁 連棟桁 
柱 

桁 

柱・桁取付裏板 

柱組付ネジ M5×12トラス 

柱・桁連結金具 

柱・桁組付ボルト（平座金・バネ座金付）   
M8×14

コーチスクリュー 
φ6×70

垂木掛 

壁面 

G
.L
よ
り
H
の
位
置
に
 

取
付
け
て
く
だ
さ
い
。
 

2-1 基本の場合 2-2 基本の場合 

1

● 

柱と桁を左図のように柱・桁連結金具で
組付けてください。 

柱はスライド式ですが標準取付位置とし
て桁の両端部より470mmを柱の中心にし
てください。 

＜注  意＞ 

● 

● 

● 

● 

連棟部の柱は、桁連結部に設置してください。 
連棟の場合、左側を基本桁とし、右側へ連棟
桁を取付けてください。 
連棟の場合の寸法は、基本寸法に連棟桁長
さEを加えてください。 
雨樋柱（竪樋取付用）の配置は上図の通り、
左側から設置し、右端のみ標準の柱になります。 

＜注  意＞ 

D（mm） 
C（mm） 

3尺 
930 
363

4尺 
1230 
416

5尺 
1530 
469

6尺 
1830 
522

H（mm） 
3尺 
2836

4尺 
2889

5尺 
2942

6尺 
2995

間口 
1   間 
1.5間 
2   間 

L
1840 
2740 
3640

A
960 
1860 
2760

B
440 
440 
440

間口 
1   間 
1.5間 
2   間 

L
1840 
2740 
3640

E
― 
2700 
3600

3．柱の固定 

柱 

アンカー棒 

割栗石 

● 

● 

● 

柱の埋込み深さ300mm
を守って、施工してくだ
さい。 
コンクリート施工は骨組
み完了後に行ない、硬化
後屋根材を組込んでくだ
さい。 
アンカー棒は必ず施工し
てください。 

＜注  意＞ 
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6．妻垂木と垂木の取付け 

8．屋根材および垂木掛ビート材の取付け 

9．妻垂木カバー・垂木カバーの取付け 

7．中骨の取付け 

中骨 

中骨取付金具 

垂木 

垂木 

屋根材 

屋根材受け 

垂木 

桁 

妻垂木 

中骨 

垂木掛 

垂木掛ビート材 

垂木カバー 

垂木カバー取付ネジ 
φ4×10トラス 

妻垂木 

妻垂木カバー 

垂木 

桁 

垂木 

妻垂木 

桁キャップ 

垂木掛 

垂木掛キャップ 

垂木取付ネジM4×12トラス 

垂木取付ネジM4×12トラス 

妻垂木 

● 

● 

垂木カバーは左・右どちらかの妻垂木カ
バーより、1スパンごとに順次取付けてく
ださい。 
垂木カバー取付ネジは、丸穴を基準とし
て両端に順次取付けてください。 

＜注  意＞ 

● 

● 

このとき、たたきながら延ばすようにす
ると取付けが楽になります。 
屋根材のマスキングシートは必ずはがし
てください。 

＜注  意＞ 

1

● 

● 

妻垂木と垂木を桁・垂木掛の下側からネ
ジ止めしてください。 

2組付けが終わりましたら桁キャップ・垂
木掛キャップを忘れずに取付け、コーキ
ングをしてください。 

1

2

屋根材をのせる前に垂木掛ビート材を屋
根材に取付けてください。 
桁の屋根材受けに屋根材を差込み、垂木
掛の溝に押込んでください。 

1左図のように垂木についている中骨取付
金具に中骨を上から押込んでください。 

この時、妻垂木・垂木の桁側・垂木桁側
をテープ等で仮止めしておくと作業が楽
です。 
組付順序として妻垂木（左・右）を先に取
付けてください。 

＜注  意＞ 
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工事店様へ 
●豪雪地帯での施工は避けてください。 

●仕上後本体についているモルタルを完全に拭き取ってください。 

●硬化後拭き取りますと表面を傷めますのでご注意ください。 

●みだりに改造・変更は避けてください。 

●施工終了後、取付説明書は施主様にお渡しください。 

●ご使用いただきましてありがとうございました。 

●積雪が20cm（一般地域用）50cm（特殊地域用）を超えないうちに

必ず雪おろしをしてください。 

●絶対に屋根の上に乗らないでください。 

施主様へ 

取説コード 
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11．連棟 10．雨樋セットの取付け 

12．側面パネルの取付け 

サドルB

サドルA

φ4×18トラス 

妻垂木 
M6×70
束材 

サイドパネル 

φ4×10トラス 

コーキング 

M4×12トラス 

連棟用桁連結金具 

連棟用桁 

コーキング 

連棟用垂木掛連結金具 

M6×70

竪樋 

雨樋柱 
竪樋 

雨樋柱 

竪樋 

雨樋柱 

竪樋 

雨樋柱 

標準桁 連棟桁 

柱 

桁 

アタッチメントA

アタッチメントB

ジャバラ止め 

竪樋 ジャバラ 

200011A

1連棟用桁連結金具を
取付けたのち連結部を
コーキングしてください。 

1連棟用垂木掛連結金
具を取付けたのち連結
部をコーキングしてくださ
い。 

1

2

3

● 

● 

サイドパネルを妻垂木の下にあてがい、サイドパネルの
穴にあわせて妻垂木にφ3.2の穴をあけてください。 
穴をあけた後、φ4×10トラスタッピングネジで取付けて
ください。 
束材と躯体とはM6×70コーチボルトで取付けてください。 

電気ドリルで加工してください。 
上図は特殊地域用のタイプにサイドパネルをつけたも
のです。 

＜注  意＞ 

1雨樋柱にネジでサドルBを固定してください。 

5ジャバラ止めを上下させてセットしてください。 

4アタッチメントAをアタッチメントBに差込んで
ください。 

2サドルAはあらかじめ竪樋に差込んでおいてくだ
さい。 

3竪樋のついたサドルAを雨樋柱についたサドルB
に取付けてください。 

10-1 サドル・ジャバラ止め・アタッチメントの取付け方 11-1 桁の取付け 

11-2 垂木掛の取付け 

10-2 連棟時竪樋位置 

※連棟の施工は標準タイプを基本に右 
　側に施工してください。 


